
 

   

 

 

 

 

 

 

 

この城は由良川右岸の蒲江集落北方の山頂に

位置する。北と西の尾根は、それぞれ堀切で遮

断している。主郭を中心として南西方向と北方

向に階段状に曲輪が造成されているが、削平状

態は悪く、小規模な曲輪である。 

城主に関する伝説や記録はない。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

この城は建部山等の山々が東に連なり、その

尾根が由良川方向に突出した場所に位置する。

東西30ｍ程の単郭で、内部の削平は不十分であ

る。東の尾根は土橋をともなう堀切で遮断して

いる。西の斜面には竪堀が一本あり、北西の尾

根には浅い堀切の痕跡が残る。 

城主等は不明である。 

 

 

 

 

 

    

  

 

 

№93 蒲江
かまや

城
じょう

 

舞鶴市字蒲江小字堤他 

・遺構---曲輪、堀切、竪掘 ・占地---山頂 

・標高---135m・比高---130ｍ  

・遺跡地図番号---45 

№94 蒲江
かまや

大田
おおた

城
じょう

               

舞鶴市字蒲江小字大田 

・遺構---曲輪、堀切、竪掘、土橋        

・占地---山頂 ・標高---70ｍ・比高---65ｍ       

・遺跡地図番号---54 

 

 

蒲江大田城 

蒲江城 


